
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

（指摘事項等） （対応）

・指導者の育成（2名）
・苗の生産供給本数（106,000本）
・わさび出荷量(2.2ｔ)
・北アルプス山麓わさび生産組合での安定集出荷体制の確立

0 6,279 0

（予算案）

加工・業務用陸わさびモデル
産地の育成

委託

北アルプス山麓わさび生産組合に委託
・わさび生産指導者の育成
・陸わさび苗の安定生産体制の確立
・陸わさびの安定生産体制の確立
・生産物の安定集出荷体制の確立

合計

H25 H26

（当初）

0 6,279

事業番号 08 04 16 事業改善シート （26年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 加工・業務用陸わさび生産振興モデル事業 担
当
課

部局 農政部

課・室 園芸畜産課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail  enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-3　夢に挑戦する農業

目指す姿

現状
　本県のわさびは生産量全国第一位の生産量を誇る代表的な特用作物で、原料を活用した加工業も盛んである。栽培は安曇野の水
わさび栽培が有名であるが、元来は山地に自生した作物であり、陸わさび栽培も可能である。
　県内加工業者からは、温暖化によるわさび生産の影響も有り、原料わさびが安定的に確保できる新たな産地育成への期待が高い。

県が関与
する理由

　遊休農地や林間地を活用し、地域特産作物である「わさび」の栽培を推進することで、実需者からの需要に応える新たな産地の育成
と、地域の雇用を創出する。

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

本県の代表的な特用作物であるが、農業振興だけでなく観光や商工業などと深く関わる品目
の振興であり、新たな雇用の創出も期待できることから、県としての関与が必要。

2　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 Ｈ25 ～ Ｈ26

可能県民との協働による実施：

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26実施内容
（要求）

26要求 26予算案 成果目標の達成状況

予
算
額

前年度繰越

6,279

合計（A) 0 4,799 6,279 0

わさび生産
指導者の育
成

指導者
0名

指導者
2名

H27
目標

補正予算 4,799

Aの
財源

当初予算

0

目標 成果 達成状況

陸わさび苗
の生産本数

約18,000
本

106,000
本

項目
H25末

（見込）

0 0 0 0 0

6,279
出荷数量 47.2kg 2.2ｔ

4,799

23年度 24年度 25年度

H26

概　算
人件費

0.10 0.10

0

安定出荷体
制

無
組合での
出荷体制
の確立

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

0 概算事業費（B（A）+C） 0 0 5,625 7,105

0 826 826 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）
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